
令和 2 年度

【事業所概要（事業所記入）】(Ｃフロア)

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

大阪市中央区常盤町２－１－８　ＦＧビル大阪　４階

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○ ○

○

事業所番号

評価結果市町村受理日令和2年11月14日 令和3年1月23日

特定非営利活動法人ニッポン・アクティブライフ・クラブ　ナルク福祉調査センター

訪問調査日 令和2年12月9日

大阪府大阪市都島区中野町1丁目12-11　アロンデール3F所在地

グループホーム桜ノ宮なごみ事業所名

評価機関名

自己評価作成日

基本情報リンク先

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

64

4. ほとんどない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

3. 家族の１/３くらいと
63

4. ほとんど掴んでいない

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが
3. 職員の１/３くらいが

理念である（利用者様・職員・地域の方々すべての人々の尊厳を大切にする）という事を常に意識しな
がら、生活の質をより良いものにするように日々支援に取り組んでいます。近くには桜ノ宮公園もあり
春には盛大に花見を行っています。花見にはご家族や同グループの施設からも参加いただき、つなが
り交流を大切にしております。　　　　　　　　また母体である東和病院の開催する一年1回のバス旅行で
は毎年300人以上参加され、利用者様、御家族共に楽しんで頂いております。
医療面でも充実しており、看護師が常駐、母体の東和病院から訪問看護来所。双方とも情報交換を行
い医療面でも連携が取れています。終の棲家と考えられている利用者様、家族様にとっても安心して
利用して頂ける施設です。

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

項　　目

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目

所在地

4. ほとんどできていない

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての利用者が

67

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

66

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

1  自己評価及び外部評価結果

2795200027

法人名 社会福祉法人なみはや

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所
理念をつくり、管理者と職員は、その理念を共
有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けら
れるよう、事業所自体が地域の一員として日
常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知
症の人の理解や支援の方法を、地域の人々
に向けて活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実
際、評価への取り組み状況等について報告や
話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事
業所の実情やケアサービスの取り組みを積極
的に伝えながら、協力関係を築くように取り組
んでいる

外部評価自
己

外
部

項　　目

理念を共有するために事務所はもとより、各フ
ロア詰所にも掲示しています。またそれを実
践につなげることが出来るよう介護記録にも
掲載しており、毎日の申し送り時には各スタッ
フには諸読してもらっています。フロア会議で
は実践状況等を確認しあっています。

運営推進会議を通し地域連合の会長様とは
連絡を取り合って合っています。近くの小学校
より子供達が踊りに来てもらったり、ハロウィ
ンのお菓子配布の協力もしております。地域
ボランティアの方々には紙芝居・笠踊り・盆踊
り等の様々なイベントの協力をいただき、利用
者様との交流を試みております。そのようにし
て利用者様が地域の一員となれるように取り
組んでおります。

主に運営推進会議を通して、他施設・地域包
括の方から様々な認知症の周辺症状・初期
症状等についてご相談を受けたり、ご指導を
受けたりしています。また認知症ケアのプロと
して、色々なアドバイスや、アイデアを提供し、
それを生かして頂けるように、その場しのぎで
はない継続的な対話を会議で持っていまし
た。また現在コロナ禍で会議が開催できない
状況ですが、管理者と」地域包括はFAXにて
のやり取りを継続しております

運営推進会議では様々なアイデア・アドバイ
スを出し合うだけでなく、改善につなげること
が出来るような助言、時には厳しい目での評
価をして頂くっこともあります。頂いた助言に
関しては、ケアの質向上をさせることが出来る
ように役立てています。

主に運営推進会議を通してですが、区役所担
当部署職員の方と密に連携を取り、介護につ
いての区の催し等には極力参加しておりま
す。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準にお
ける禁止の対象となる具体的な行為」を正しく
理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束
をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法に
ついて学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業
所内での虐待が見過ごされることがないよう
注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や
成年後見制度について学ぶ機会を持ち、個々
の必要性を関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用
者や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な
説明を行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職
員ならびに外部者へ表せる機会を設け、それ
らを運営に反映させている

身体拘束防止に関する研修を年2回事業所に
て開催しております。具体的な行為を全職員
が理解し、実践につなげるよう努力していま
す。日々スタッフ間で”これって身体拘束か
な？”等話し合いながらケアを行い拘束ゼロを
意識させています。

虐待の研修を事業所で行っています。”何が
虐待にあたるのか”　の周知　またそれが起こ
らないようにする為にはどうしたらよいのか、
スタッフ間で意見を出し合いケアに反映させる
ように努めています。スタッフのストレスにも気
を配り多くコミュニケーションを取るように努め
ています。2か月に1回衛生委員会を開催しス
タッフのメンタルチェックも半年毎に行っていま
す

外部より講師の方をお招きし、研修を開催し、
スタッフが学ぶ機会を設けています。あらたに
成年後見制度につなげる機会はいまだ無い
のですが、それらを活用する機会があるとき
は、関係者の方々とスムーズなやり取りがで
きるよう各職員には知識・情報を入れておりま
す。

利用開始前には必ず、利用者様所在地を訪
問し、家族様同席のもと契約書・重要事項説
明書等の説明を行っております。また家族様
の不安や疑問を引き出せるような話し方も心
掛けております。入居前には施設内、居室等
も見学頂き、十分に納得して頂いた上で契約
を交わしております。

家族様の意見要望は、面会に来られた時に
伺っております。何でも話せるような関係つく
りに努め、些細な事でも相談して頂いていま
す。頂いていたご意見要望を運営推進会議の
場で話し合い、それを運営に反映させるように
努めています。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意
見や提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時間、
やりがいなど、各自が向上心を持って働ける
よう職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの
実際と力量を把握し、法人内外の研修を受け
る機会の確保や、働きながらトレーニングして
いくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する
機会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互
訪問等の活動を通じて、サービスの質を向上
させていく取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困ってい
ること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、本人の安心を確保するための関係づくりに
努めている

全体会議・フロア会議を通してスタッフからの
意見・提案を聞く機会を設けております。とくに
フロア主任はスタッフとの密な関係に努め、意
見、提案等をお互い言いあえるような関係つく
りをしております。

仕事の堅実な実践において、プライベートな
時間というものが非常に重要です。よってス
タッフの希望休申請が多くとも、シフトを作成
時にそれを全面的に反映させています。また
スタッフ同士けじめをつけて楽しくコミュニケー
ションを取りながら仕事をすれば、やりがい・
向上心をはぐくむと思っていますので、それを
意識した職場環境作りを心掛けています。

スタッフとは常日頃から密にコミュニケーショ
ンを取り、一人一人ケアの質を高めることが
出来るように、アドバイスをしたり、相談にのっ
たりしています。それらを日常化する事で、ス
タッフ一人一人のケアの力量も把握する事が
できています。

法人グループないのスタッフとの交流が主で
す。相互に意見交換や提案、アドバイス等を
交わし、時には愚痴を言いあったりもします
が、それらすべてサービスの質の向上につな
がっていくものだと思い取り組んでいます。ま
た施設間同士でイベント等をするときには訪
問しあい、多岐にわたった交流活動を通じて
相互の向上に取り組んでいます。

まず、全職員が本人様の不安点やニーズを
引き出していき、それらをスタッフ同士で共有
しながら本人様のニーズに沿った声掛けの仕
方、傾聴の仕方を工夫し、なんでも気軽に話
せる関係つくりを目指しています。そこからよ
り良い信頼関係を築けるよう努め、結果的に
それが本人様の安心につながると思っていま
す。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けなが
ら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等が
「その時」まず必要としている支援を見極め、
他のサービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場におか
ず、暮らしを共にする者同士の関係を築いて
いる

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場におか
ず、本人と家族の絆を大切にしながら、共に本
人を支えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や
場所との関係が途切れないよう、支援に努め
ている

インテークの段階で家族様の表面化している
不安点は説明し払拭できるように努めていま
す。また面会に来られた時には、親御様の
日々の様子はもちろん、様々な話題について
も話をさせていただき、気軽にどんなことでも
仰っていただけるような信頼関係を築けるよう
努めています。

例えば、誤嚥性肺炎で退院されたばかりの方
の入所となると、再度の入院防止策として、訪
問歯科の必要性を説明し、サービスに組み込
むようにしています。また拘縮のある方に対し
ては、鍼灸治療を提案し筋肉をほぐしてもらう
施術の説明を行うようにしています。それら専
門職の方々から日常生活においての指導を
賜り支援に生かすようにしています。

まず職員は、利用者様は人生の先輩であると
いう尊敬の念をもち接しております。共に調理
をするときなどは、味付けのアドバイスをいた
だいたり、プライベートな相談にのって頂いた
り、相互に支えあう関係つくりに取り組んでい
ます。

利用者様を支えていくのには、家族様との絆
の重視し”共に支える”ことを相互に心がけて
います。催事やバス旅行の際には家族様の
負担にならない範囲でケアの協力を求めてい
ます。

本人様の御友人や親せきの方々から手紙が
良く届きます。出来るだけ本人様に返事をして
頂き、日々の生活が分かるよう、写真も同封し
たりしています。またご家族様にも協力いただ
き、馴染みの場所や、住んでいた地域までお
出かけしたりしています。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤
立せずに利用者同士が関わり合い、支え合え
るような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまで
の関係性を大切にしながら、必要に応じて本
人・家族の経過をフォローし、相談や支援に努
めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の
把握に努めている。困難な場合は、本人本位
に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生
活環境、これまでのサービス利用の経過等の
把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有
する力等の現状の把握に努めている

利用者様同士の相性や、仲の良さ、また好き
嫌いと関係性も様々です。それは人間として
当たり前の事です。毎月スタッフ間では協議を
行い席替え等をしながら利用者様それぞれが
より良い関係性が持てるように努めています。
またお手伝いをしてもらう時には、何人かの利
用者様と一緒にして頂き、助け合い支えあい
ながら、色々な事ができるように支援しており
ます。

サービス利用終了後（ご逝去・入院・他施設移
転）も、本人様・家族様が気軽に連絡・相談で
きる関係つくりに努めています。また利用終了
後にご家族が当施設のイベントに参加して下
さったり、本人様から手紙が届いたりと、出
会った方々との関係を大切にするよう努力し
ております。

本人様が希望や意向を伝えるのが困難で
あっても、認知症ケアのプロとして日々の生活
の中からそれらを見極めてフロア間・スタッフ
間で協議しながら本人様の意向や希望を導き
出せるように努めてります。

契約前のアセスメントで本人様・家族様・かか
りつけ医等から生活歴・なじみの物・人伺うよ
うにしています。また入居後も家族様からの
情報は非常に重要と考えており、それうをス
タッフ間周知して支援にあたっています。

毎日利用者様の心身状態は変化するので、
それらをスタッフ間で把握しながら日頃のケア
にあたっています。また本人様のできる事、出
来ない事というのも、サービス利用の経過に
伴い変化するので、日々柔軟な考えで様々な
事に取り組んで頂けるように努めています。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり
方について、本人、家族、必要な関係者と話し
合い、それぞれの意見やアイディアを反映し、
現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工
夫を個別記録に記入し、職員間で情報を共有
しながら実践や介護計画の見直しに活かして
いる

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニー
ズに対応して、既存のサービスに捉われな
い、柔軟な支援やサービスの多機能化に取り
組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を
把握し、本人が心身の力を発揮しながら安全
で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支援
している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、
納得が得られたかかりつけ医と事業所の関係
を築きながら、適切な医療を受けられるように
支援している

本人様、家族様、スタッフと協議し、本人様の
課題を的確に見極めて必要に応じたケアがで
きるよう介護計画を作成しております。また本
人様の状態が変わらない場合でも職員間で
協議してさまざまなアイデアを出し合いながら
介護計画の追加変更を行い、現状に即した支
援ができるように努めています。

日々の介護記録・業務日誌を基にして、スタッ
フ間でカンファレンスを行い、情報共有しなが
ら実践や介護計画の見直しに活かしていま
す。介護記録は出来るだけ丁寧に記入し、全
職員が読んでもわかりやすいよう、遅陽者様
の言動や仕草一つ一つを細かく記入するよう
に努めています。

本人様、御家族のニーズに対応し”できませ
ん”がないように、かかりつけ医・ご家族様・本
人様・スタッフで協議し既存のサービスに捉わ
れない柔軟な支援に取り組んでいます。医師
より入院の指示があった場合でも、本人様・ご
家族がそれを望まれていない場合は、医師、
看護師としっかりと連携を取り当施設で過ご
すようにしてもらっています。上記の本人様家
族様の医師に添うよう努めていますと。

近所の小学生、紙芝居、盆踊り等の地域のボ
ランティアの方々に来所して頂き、イベントに
参加してもらっています。また区民祭りや天神
祭りにはスタッフと共に赴き、くじ引きや屋台
での買い物等楽しんでもらっています。

月2～3回の内科訪問診療、週1回の歯科訪問
診療、2週間に1回の精神科訪問診療と医療
面がりますが、受診の際には必要事由と金額
を説明し必ず家族様の了承を得られてからの
受診になっています。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報
や気づきを、職場内の看護職や訪問看護師等
に伝えて相談し、個々の利用者が適切な受診
や看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるよう
に、又、できるだけ早期に退院できるように、
病院関係者との情報交換や相談に努めてい
る。あるいは、そうした場合に備えて病院関係
者との関係づくりを行っている

33 （12）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、
早い段階から本人・家族等と話し合いを行い、
事業所でできることを十分に説明しながら方
針を共有し、地域の関係者と共にチームで支
援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての
職員は応急手当や初期対応の訓練を定期的
に行い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わ
ず利用者が避難できる方法を全職員が身に
つけるとともに、地域との協力体制を築いてい
る

常駐看護師と訪問看護師がいます。日々看
護職員と介護職員は密にコミュニケーションを
取りあい、報告、協議をしております。また夜
間帯も24時間医療体制を取っており、看護師
と連絡を取ることが出来ます。

母体である東和病院の医師・ソーシャルワー
カー・看護師とは訪問看護師を通じて常に情
報を収集できるようにしております。また当施
設に訪問診療で来所された医師、看護師にも
利用者様の日頃の状態を報告し、特変があっ
た場合はその前後の様子も交え報告し、風通
しの良い環境作りをしています。

重度化するより早い段階から終末ケアのあり
方を本人様・家族様に伺っています。状態が
刻一刻と変化していく経過ちゅでは家族様の
気持ちも変わっていく場合もあり、常に連絡を
取り合いながら希望に沿った終末期を迎えれ
るよう、医師、看護師と協議しています。特に
当施設での看取りを希望された場合は、毎日
医師、看護師、介護職員と情報を交換し希望
に沿った終末ガム帰れるように支援を努めて
います

急変時や救急搬送のマニュアルを作成しス
タッフには周知、訓練を月1回行っています。
しかし実際の現場を目の当たりにしたときす
べての職員が冷静に対応できるのは難しいと
思われる。実践力を身に着ける為にも、救急
車要請時、医師への連絡等は、なるべく職員
と共に行い、職員のレベルアップにつなげて
います。

定期的に消防訓練、防災訓練を実施して、通
報、消火、避難誘導等全職員が身につく様に
努めています。またねん階は消防団員来所に
て、火事防災に関するレクチャーを頂いてい
ます。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表した
り、自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではな
く、一人ひとりのペースを大切にし、その日を
どのように過ごしたいか、希望にそって支援し
ている

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるよ
うに支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの
好みや力を活かしながら、利用者と職員が一
緒に準備や食事、片付けをしている

日頃よりフロア会議、全体会議を通じて、個人
情報保護や接遇に関する研修を行いスタッフ
に周知徹底をしています。また、利用者様の
立場に立った声かけを行い（トイレ誘導・入
浴、更衣時）誇りや、羞恥、プライバシーを損
なわないよう支援に努めています。

自身の希望の表出や自己決定の困難な利用
者様に対しても、本人様の真意を読み取り、
本人様の希望の添ったケアが行えるように心
がけています。また声掛けの仕方もクローズ
クエシチョンで答えれるように工夫していま
す。

一日のスケジュールを決めてしまうのではな
く、本人様の希望に沿った支援を行っており、
食事・入浴・排泄等の時間を個々に合わせた
りしています。

本人様にその日の洋服を選んでもらったり、
月一回の訪問理容にお誘いしています。時に
は近くに衣類の足りないものを買いに行く付き
添いをしたりしています。また本人様希望の嗜
好品については家族様に連絡し面会時もしく
は郵送でお手元に届く様にしております。

利用者様のできる範囲で食事の配膳、盛り付
け等を職員と共に行い、後片付食器洗いも職
員と共におこなっています。また食べたいも
の、日頃食べることが出来ないものを聞き取
り、定期的に外食にお連れしたり、イベント等
開催し提供したりしています。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通
じて確保できるよう、一人ひとりの状態や力、
習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応じ
た口腔ケアをしている

43 （16） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひ
とりの力や排泄のパターン、習慣を活かして、
トイレでの排泄や排泄の自立にむけた支援を
行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の
工夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予
防に取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入
浴を楽しめるように、職員の都合で曜日や時
間帯を決めてしまわずに、個々にそった支援
をしている

利用者様お一人お一人、体重、既往症、DMそ
の日の状態等のより変化があるので、個々に
対応した支援を行っております。総合的な栄
養管理は食材契約をしている業者の栄養士
が行い、水分に関しては一日1200CCを目安
に摂取して頂いております。

毎食後の歯磨きの声掛け、出来ない方には
口腔ケアを行っております。また週1回歯科
医・歯科衛生士の来所により治療・口腔内清
掃を行っています。

定期的にトイレ誘導を行い、トイレでの排泄を
促すよう努めています。プライバシーの観点
から声かけにも気を配り、トイレと訴えが困難
な方には職員がアンテナを張り、その気配に
応じた対応をするように努めています。また家
族様からの希望もあり、失禁の多い方でも布
パンツを使用し、トイレ誘導の回数を増やすよ
うに工夫しています。

個々に応じて牛乳やヨーグルトを提供したり体
操散歩で全身を動かしてもらったり、様々な工
夫をして排便を促すよう取り組んでいます。ま
た医師と相談をし効果や副作用を十分検討し
たうえで、薬の処方を行っています。

基本的な入浴日は決まっていますが、本人様
の状態や、気分の乗らない時などは状況に応
じて入浴日や時間を変更して実施していま
す。また入浴前のバイタルチェックは欠かさず
行い、訴えを表出することが困難な方の体
調、顔色、顔つきを把握しながらのケアに取り
組んでいます。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に
応じて、休息したり、安心して気持ちよく眠れる
よう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服薬
の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、
一人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜
好品、楽しみごと、気分転換等の支援をしてい
る

49 （18） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に
出かけられるよう支援に努めている。又、普段
は行けないような場所でも、本人の希望を把
握し、家族や地域の人々と協力しながら出か
けられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理
解しており、一人ひとりの希望や力に応じて、
お金を所持したり使えるように支援している

基本的に入居者お一人お一人のペースに合
わせて臥床、離床して頂いております。”まだ
寝むい”と言われ方には朝食時間をずらして
対応しております。日中食席での傾眠が見ら
れる方にも声かけ行い、居室で横になっても
らうよう支援しています。

服薬は利用者様の命にかかわることなので、
全職員緊張感をもって、服薬の管理にあたっ
ています。服用している薬の種類はもとより、
効果・副作用、併用してはいけない薬、食材
等を全職員は把握しています。また日々利用
者様の状態観察を行い、変化があればすぐに
看護師へ報告を行うことを徹底しています。

日々の生活の中や御家族からの情報を基に
個々の生活歴や、かつての職種を収集し、や
りがい喜び、楽しくしてもらうような役割や、レ
クレーションを日々の支援に取り入れていま
す。皿洗い・洗濯物たたみ、おしぼり作成の様
な事でも本人様には自分の役割だと認識して
もらい、自信と達成感を感じられています。

日常的に本人様の希望の添い散歩を行って
おります。年間行事として花見・天神祭り・区
民祭り・外食レク・バス旅行を行っています。
また日頃行けないような場所を聞き取り家族
様同行可能な場合は外出されています。(コロ
ナ禍の中外出は行えないことが多かったで
す。緊急事態宣言解除され、感染の終息と思
われた一時期のみの記載になります）

金銭管理の困難な利用者様は職員が一時預
かりしております。買い物時には職員が付き
添い、自身にて精算されるという行動は、たと
え1つの物を買われても満足されています。
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自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価自
己

外
部

項　　目

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、
手紙のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、
浴室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混
乱をまねくような刺激（音、光、色、広さ、温度
など）がないように配慮し、生活感や季節感を
採り入れて、居心地よく過ごせるような工夫を
している

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った
利用者同士で思い思いに過ごせるような居場
所の工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と
相談しながら、使い慣れたものや好みのもの
を活かして、本人が居心地よく過ごせるような
工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わかる
こと」を活かして、安全かつできるだけ自立し
た生活が送れるように工夫している

電話や手紙は本人様が自由にできるように支
援しています。本人様が字が書けない、うまく
言葉を伝えれない場合は、職員が代筆、代読
し、ご家族や親せき、友人との関係を大切に
するような支援に努めています。

リビングには季節を感じられるような職員手作
りの設営や写真を飾ってあり、入居者様の希
望に応じたテレビ番組や音楽を流し、穏やか
に過ごして頂けるようにしています。またリビ
ング、居室の温度・湿度はしっかり管理し居心
地の良い空間作りに取り組んでいます。

安全を重視しすぎると、リスクばかりに目がい
き、利用者様のストレングスを奪いかねませ
ん。転倒のリスクがある利用者様に第拭きを
してもらうときは、職員が横につき見守る。自
身で食事を摂ることが困難な利用者様でも、
時間をかけてゆっくりと召し上がって頂く、職
員は最低最小限度だけ支援するという取り組
みを行っており、自立支援を目指しています。

お一人お一人が気ままに過ごせるよう、席の
配置等は日々試行錯誤しています。仲の良い
方と共に過ごしたり、時には違うテーブルの方
と話をしたり、自由に移動して頂き、またお一
人で過ごしたい方にはテレビ前のソファーに
行かれたりして思い思いに過ごされています。

居室は基本的にご本人様と家族様の自由に
使っていただいております。お孫様の写真を
飾られている方、大好きな阪神タイガースの
ポスターをj貼られている方、様々です。プライ
バシーの観点からオムツ交換等は扉を開けた
時に外から見えないように配慮させてもらって
います。また安全面から配線等は利用者様か
らは見えないように配置させてもらっていま
す。
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